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会期 2006 年 11 月 29 日（水） ～ 2006 年 12 月 1 日（金） 

場所 パシフィコ横浜 会議センター ５階 

主催 ＩＡ懇談会 （ＩＡ：Industrial Automation） 

参加 

団体 

ものづくり APS 推進機構 MECHATROLINK 協会 

日本 AS－i 協会 製造業 XML 推進協議会 

CC-Link 協会 ODVA 日本支部 

EtherCAT Technology Group 日本 OPC 協議会 

FA オープン推進協議会 ORiN 協議会 

FDT Group 日本支部 PLCopen Japan 

日本電機工業会 ネットワーク推進特別委員会 

日本プロフィバス協会 M2M コンソーシアム 

計測自動制御学会 産業応用部門 計測・制御ネットワーク部会 

共催 社団法人 計測自動制御学会 

財団法人 製造科学技術センター 

協賛 社団法人 日本能率協会 

社団法人 日本電気計測器工業会 

 

（抜粋）製造業ＸＭＬ推進協議会 

文書連携プロジェクト 
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プログラム 
 

 

第１日目 2006 年 11 月 29 日（水）  講演会 

12:45～13:15 オープニング A11 

13:20～14:00 ODVA 日本支部 A12 

14:20～15:00 EtherCATTechnologyGroup A13 

15:20～16:00 製造業ＸＭＬ推進協議会（MESX） A14 

Ａ 

会 

場 

16:20～17:00 M2M コンソーシアム A15 

 

第２日目 2006 年 11 月 30 日（木）  講演会 

10:00～10:40 CC-Link 協会 A21 

10:50～11:30 日本 AS-i 協会 A22 

11:50～12:30 MECHATROLINK 協会 A23 

13:20～14:00 日本プロフィバス協会 A24 

14:20～15:00 PLCopenJapan A25 

15:20～16:00 製造業ＸＭＬ推進協議会（文書連携） A26 

Ａ 

会 

場 

16:20～17:00 日本 OPC 協議会 A27 

11:50～12:30 FA オープン推進協議会 B23 

13:20～14:00 ORiN 協議会 B24 

14:20～15:00 JEMA ネットワーク推進特別委員会 B25 

15:20～16:00 FDTGroup 日本支部 B26 

Ｂ 

会 

場 

16:20～17:00 ものづくり APS 推進機構 B27 

 

第３日目 2006 年 12 月 1 日（金）  討論会 

10:30～12:00 （1）ユーザの要望 A３1 

13:30～15:00 （2）ファンクショナルセーフティ A３2 

15:30～17:00 （3）サイバーセキュリティ A３３ 

Ａ 

会 

場 
上記の３セッションは計測自動制御学会（SICE） 

計測・制御ネットワーク部会の企画・運営です。 

 

※展示はＡ会場で行っています。 休憩時間に各団体の展示説明を行います。 
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 製造業ＸＭＬ推進協議会

（文書連携） A26

 製造システムとOffice文書

の統合 
 濱口猛智 
（マイクロソフト） 
 

 Ａ会場 
 １１月３０日 
 15:20～16:00 
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平成18年11月30日

製造業XML推進協議会 委員

濱口 猛智 （マイクロソフト）

製造業XML推進協議会(文書連携WG)発表
製造システムとOffice文書の統合

製造現場の情報活用例

受入／検査 調合／生成 充填 検査／出荷

生産工程

製造現場

工場管理

設備安全管理DB

産廃処理履歴DB
排水処理履歴DB

法的報告書

品質管理

品質管理履歴DB

運転

運転支援DB
運転履歴DB
日報、週報

保全
設備保全管理DB

自主保全支援DB

ﾊﾞｯﾁ工程DB

ﾚｼﾋﾟDB

生産管理

生産管理履歴DB

生産ｽｹｼﾞｭｰﾙ
実績記録DB

品質保証

品質保証DB

生産技術

R&D

生産技術DB

製品開発DB引継ぎシステム

ﾌﾟﾗﾝﾄ別生産ｽｹｼﾞｭｰﾙ

プラント･データ･ｻｰﾊﾞｰ

ノーツ

ノーツ 生産計画
生産ｽｹｼﾞｭｰﾙ

実績 指示

要求
ERP

作業報告書
日報

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｰﾀ

MES
紙文化

SCADA
Batch

DCS
OPC

１．MfgX 文書連携プロジェクトの取り組み
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文書連携WGで実現を目指す文書の例
ドキュメント分類

装置名／設備名

生産製品No.

指示内容

プラント名／生産ライ
ン名

生産ロットNo.

装置Ａ ﾚｼﾋﾟﾃﾞｰﾀ

生産指示ﾃﾞｰﾀＡ

装置Ｂ ﾚｼﾋﾟﾃﾞｰﾀ

生産指示ﾃﾞｰﾀＢ

品質責任者の認証
ｱｸｾｽWindow

生産責任者の認証
ｱｸｾｽWindowぶ

上司の認証
ｱｸｾｽWindow

ドキュメントのﾌﾛｰとﾌﾟ
ﾛﾃｸﾄ情報

関連資料ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ

高ﾚﾍﾞﾙのﾌﾟﾛﾃｸﾄがかかっている

通常のﾌﾟﾛﾃｸﾄがかかっている

１．MfgX 文書連携プロジェクトの取り組み

文書連携WGの取組みへの期待
• 表示システムとしての期待
▫ XMLを活用することで、生産システムと情報系を連携
させることができるI/Fを実現できる
⇒生産システムと文書が統合することで、

1. 業務の正確化とスピードアップが図られる
2. 現場の暗黙知を形式知化することができる
3. 付加価値業務への集中が可能
4. データとして情報が残ることでの業務の標準化が推進

• 文書関連の付帯システムへの期待
▫ 現実の業務は報告書等の回覧等で遂行されるため、
文書を用いたワークフローなどの仕組みを取り入れる
ことで、より効率的な業務環境を実現

２．文書連携とは何か
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文書連携WGの定義
• 文書とは

XMLによって記述されたデータ

▫ XMLであれば
1. 意味のある集合体になっている
2. 人だけでなく、システムにも理解可能な意味集合
3. 表示系システムとしての文書とビジネス系文書との間
で相互連携が実現できる

4. データライフサイクル観点でも利用価値が高まる

２．文書連携とは何か

連携でキーとなる技術

３．文書連携デモの取組み紹介
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日本OPC協議会

製造業XML推進協議会
文書連携プロジェクト

携帯電話

限
界
値

目
標
値

素材情報

品質検査簿

ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ

味の秘訣

設備点検記録

前工程前工程 後工程後工程

ものづくりAPS推進機構
スケジューラスケジューラ

XML

Data Bridge
(OPC DA Client)

OPC DA Server

OPC-UAラップサーバ

SQL Server 2005

iアプリによる点検作業

設備点検iアプリ

ログイン画面

パスワード

From：管理システ
ム

Title：設備点検作
業指示

下記のとおり、設備
点検作業指示が出
ています。

点検作業を開始し
て下さい。

点検設備：○○

日時：△月×日
17:30

設備点検iアプリ起
動

テンプレート選択

06-1010 機器A点検入
力

日時：2006/10/10 17:15
更新確認

テンプレート一覧

06-1010機器A

06-1010機器B
・・・

実施者：○○○○

戻る グラフ

1-1 異常音はしないか

1-2 圧力計の測定値
●はい ○いいえ

0.1以下 ▼

機器A

06-1010 機器A点検確
認

日時：2006/10/10 17:15
実施者：○○○○

戻る グラフ

1-1 異常音はしないか：はい
1-2 圧力計の測定値：0.2

機器A

2 その他：

送信修正

送信しました

お疲れ様でした。

テンプレート選択

作業終了

機器A 設備データ

戻る

0.1

0.2

作業指示メール
受信

機体番号等を利
用した認証

点検テンプレート
受信

点検結果入力

機器データ参照（トレンドグラ
フ）

確認画面 点検完了

グラフボタン押下

文書連携合同デモ概要

３．文書連携デモの取組み紹介

8

DoCoMo会場用サーバMicrosoftサーバ（SPS等）

DoCoMo通信用サーバ（大阪）

iモード網

携帯電話

・点検結果の入力
・ 設備データの

トレンドグラフ参照

・ｉアプリとDoCoMo会場用
サーバ間のデータ中継

※展示会場NW（イントラ）
対応のための構成と
なります

実行指示設定

シミュレーション
処理

前工程

山武山武

モニタリング

OPC DA Server

Ethernet

シミュレーション処理
（４ライン分）

富士電機富士電機

OPC DA Server

後工程

モニタリング

スケジューラ

OPC-UA
サーバ

指示・実績をXMLﾒｯｾｰ
ｼﾞでMSMQ通信しOPC
サーバと連携

前工程のシミュ
レーションと表示
を実行

・前工程および後工程
の製造指示を実行

後工程のシミュ
レーションと表示を
実行

・前工程および後工程
のシミュレーションを実行

計量値

指示

リモート監視

DoCoMoマイクロソフト横河電機横河電機横河電機

データ収集

デジタルデジタル

日立日立
OPC DA  Server

OPC DA  Client

OPCSoupWorks GE ファナックGE ファナック

OPC DA Client
SCADA

東芝東芝

OPC DA Client
SCADA

Office連携（OPC-UAと接続）

PSLXサーバ
（生産管理）

実績

法政大学法政大学

製品
受注

・設備点検簿の作成・修正・
出力（InfoPath2007）
・iアプリによる点検簿入力を
可能とするための変換処理

生産指示
書込み

生産実績
登録

定期的なスケジューリング
／再スケジューリング

受注および在庫を
考慮して生産オーダ
を手配

EDI
ファイル

MOF２００６合同デモシステム構成
３．文書連携デモの取組み紹介
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④点検簿に点
検結果を反映
させる。

③ｉアプリで
設備点検結果
を入力、送信
し･･･

②ｉアプリの
点検簿フォー
マットに反映
させる。

①作成または
変更した点検
簿のフォーム
を･･･

設備点検シーンにおける MS Officeと携帯電話とのXML連携

InfoPath

【ＰＣ】

【携帯電話】
紙に記入するのと比

べ、携帯電話で入力し
たデータは電子データな
ので、あとで共有や加工
ができます。

ｉアプリなので、通信
エリア圏外でも画面遷
移などの操作ができるよ
うに作りこむことができま
す。

InfoPathの点検簿
の項目追加や変更をお
客様自身で行い、携帯
電話の作業画面に反
映させることができます。

9４．携帯電話技術の適用

2007 Microsoft Office System2007 Microsoft Office System
お客様の声をもとにした開発フォーカスエリアお客様の声をもとにした開発フォーカスエリア

情報共有基盤の
グローバル対応

機密情報の保護と
コンプライアンス強化

接続性の高い
統合コミュニケーションとコラボ

レーション

５．OfficeとXML
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Office Office ファイルフォーマットの変遷ファイルフォーマットの変遷
Word, Excel, PowerPointWord, Excel, PowerPoint

Office XPOffice XP
最初の最初の XMLXMLファイル形式ファイル形式

Spreadsheet XMLSpreadsheet XML

Office 2003Office 2003
XMLXMLサポートの飛躍的な向上サポートの飛躍的な向上

Word Processor XMLWord Processor XML、、Spreadsheet XMLSpreadsheet XML
カスタム定義スキーマカスタム定義スキーマ

XML XML フォーマットの公開フォーマットの公開
Microsoft Office XML Reference SchemaMicrosoft Office XML Reference Schema

Office 2000Office 2000
変革の先駆け変革の先駆け
XML XML ドキュメントプロパティドキュメントプロパティ

the 2007 Releasethe 2007 Release
Open XML FormatsOpen XML Formats
既定の既定のXMLXMLファイル形式ファイル形式

XML PowerPoint XML PowerPoint 形式形式
標準化標準化

Office 97Office 97
変革の先駆け変革の先駆け
現在現在 のバイナリのバイナリ ファイルファイル
フォーマット。フォーマット。19941994年に設計年に設計

XMLXMLへの対応への対応

Office 97 – 2003 形式 - Word , Excel , PowerPoint バイナリフォーマット-

Spreadsheet XML – Excel -

Open XML Formats
- Word, Excel, PowerPoint -

Word processor XML - Word -
カスタム定義スキーマ - Word, Excel -

５．OfficeとXML

• 国際標準化団体Ecma Internationalに提案中
• 複数のXML形式データから構成
▫ XML形式のため、カスタマイズが容易
• オープンなファイルフォーマット仕様

業務システム 顧客情報

製品情報

提案.DOCX

提案.DOTX

データベース

生成

テンプレートと
組み合わせ、
動的に文書を
作成可能

ファイル構造詳細
（イメージ）

文書自動
作成の例

Open XML Formatとは
５．OfficeとXML
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ダイナミック プレビュー 条件付書式による可視化

高品位のグラフィックス 強力なピボット テーブル

マウス オーバーするだけで、表の書式やフォントが変化し、
確定前に実際の書式を当てはめてみることが出来る

現在設定されている書式 プレビューする書式

大幅に改善されたグラフィックス エンジンによる高い表現力

様々なタイプのグラフ

ピボット操作インターフェースの改善と、オフライン OLAP、
サーバ アクション、数式に変換（自由形式）をサポート

ピボット操作を容易にする
インターフェース

セル内に棒グラフを表示する 「データ バー」、セルの背景色に
よりデータの大きさを表現する 「カラースケール」、セル内に信号
などのグラフィックスを埋め込む 「アイコン セット」 など、様々な
可視化手法により、データの発掘を容易にする

＜データ バー＞ ＜カラー スケール＞ ＜アイコン セット＞

５．OfficeとXML

1
4

電子ドキュメントの作成と利用電子ドキュメントの作成と利用

複数のデータソースから複数のデータソースから
のカットのカット & & ペーストペースト

紙に印刷された時に完成紙に印刷された時に完成

電子バージョンは電子バージョンは
ドキュメントの一時的な状態ドキュメントの一時的な状態

利用利用

原本保証原本保証

長期・永続的な保存長期・永続的な保存 検索検索

知的所有権の管理知的所有権の管理

大量ドキュメントを管理大量ドキュメントを管理

情報保護情報保護 再利用再利用

外部データソースへの外部データソースへの
接続と自動作成接続と自動作成

テンプレートからの自動処理テンプレートからの自動処理

ワークフロー情報の組込と共同作業ワークフロー情報の組込と共同作業

作成作成

電子ドキュメントの要件電子ドキュメントの要件
ドキュメント内のドキュメント内の

コンテンツへの容易なアクセスコンテンツへの容易なアクセス

オープンな仕様オープンな仕様

セキュアセキュア障害復旧障害復旧 効率的効率的

５．OfficeとXML
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デモワーキングを通じて発見した課題

• 文書の定義
• 文書上のデータ粒度の違い
▫ 合同デモを実現した各団体の扱うデータ粒度に差が
あり、これをひとつの仕組みで吸収するためのデータ
モデル表現が必要である
⇒OPC-UAが一つの解？
• 文書の表現形式による標準化の可能性
• プロセス自動化とヒューマン・ワークフロー

６．文書連携デモからの課題発見

生産ポータルを中心とした業務連携

ﾗｲﾝｽﾀｯﾌ 調達部門

・ 内容確認
・ 発注処理

製造システム
の実績情報

異常値検出
残量ｱﾗｰﾑ

発注

設備管理部門

メール

タスク

業務の可視化業務の可視化 業務プロセス業務プロセス 文書管理文書管理

・異常報告書
・ 残量報告書

など記入

・ 異常値に基づく
意思決定
・ 調達依頼作成

実績照会・整備計画 実績照会・整備計画

ﾗｲﾝ管理者

ライン状況
報告

調達依頼

調達依頼の
ﾜｰｸﾌﾛｰ

６．文書連携デモからの課題発見
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